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杭ナビショベル

～小規模現場向けマシンガイダンスシステム～

２０２１年１０月６日

（株）トプコンポジショニングアジア



杭ナビショベルとは

簡易型測量機
（杭ナビ）を使って、

ICT施工と、

現場測量を
簡単に、

小規模土工に最適なソリューション



Android タブレット
(市販品)

IMU角度センサー
（４個）

360° プリズム

コントローラー

Wi-Fi接続

Wi-Fi接続

杭ナビ

杭ナビショベル機器構成

データ更新レート：20Hz
追尾距離：最大130m



丁張不要

杭ナビショベル 小規模施工ワークフロー

杭ナビ設置

設置 施工 検測

ICT施工

×

バケットで
出来形検測

プリズムで
出来形検測

出来形検測

設計あり

設計なし

入力

3次元設計データがある場合

3次元設計データがない場合

設計データ



特徴 ハードウェア

杭ナビ（LN-150） Android タブレット 360°プリズム

中小規模建設業者にも広く
普及している杭ナビの活用。

市販の堅牢性タブレットを利用す
ることで、導入コストを低下。

技術を要する座標ローカライズ
が不要なプリズム追尾タイプ。

防塵防水：IP６５
耐環境：－20℃～50℃
耐衝撃：MIL-STD-810H準拠
（メーカースペックより）

座標計測精度
測距精度：3mm
測角精度：5秒

自動整準機能搭載
自動傾斜角補正搭載
防塵防水：IP６５

中小規模業者にも使いやすく導入しやすい。



特徴 ソフトウェア

３D設計表示

ICT建機の操作に必要な、
３D設計を表示している。



特徴 ソフトウェア

３D設計データがない場合にICT施工するための測量機能

現場で！１点無限平面作成

現場で！勾配面作成
バケットの刃先で1点計測す
るだけで無限平面を作成

バケットの刃先で2点計測、
もしくは1点と勾配率を入力
するだけで勾配面を作成



特徴 ソフトウェア

現場で！簡易設計(TIN)作成

バケットの刃先及びプリズムで計測し
た多点を使って簡易設計（TIN）
を作成



小規模土工現場での活用例

都市部工事 山間部工事 農業土木 （屋内）建築

杭ナビショベルの特徴を最も良く発揮できる現場としては、以下のような小規模
土工の現場が考えられる。



本日のデモ

③

①従来施工②３D設計あり③３D設なし

デモ現場

② ①



本日のデモの詳細

⓪ 精度確認

ICT建機の日々の精度確認を模擬（バケットの刃先とプリズムで計測した座標の比較）。

①従来施工（非ICT施工）

丁張、水糸を用いた従来施工を模擬。

②３D設計あり（ICT施工）

事前に作成した３D設計データを入力しておき、オペレータはそれに従って施工を行う。

③３D設計なし（ICT施工）

現況にバケットをタッチすることで、座標を計測して簡易的に設計面を作成する。

（１）1点無限平面の作成

（２）勾配面の作成

（３）多点計測による簡易設計面（TIN）の作成



本日のデモの詳細

作業
1. 丁張と水糸を設置する。
2. 掘削した後に作業員が高さチェックを行う。
3. 丁張の間は水糸の高さを基準にチェックする。

①従来施工（非ICT施工）



本日のデモの詳細

作業
1. ３D設計データを使って、画面を見ながら平

面図、横断図、縦断図を使って施工ができる。
2. 平面図から掘削幅も把握できる。
3. 設計と刃先の差が表示される。
4. 掘削後にバケットを施工面に合わせて高さ確

認ができる。
5. バケットの形が画面に表示されるため、バケッ

トの勾配も把握できる。

②３D設計あり（ICT施工）



本日のデモの詳細

作業
1. 平面を作りたい高さにバケット置いて高さを

計測し、３D無限平面を作成。
2. 勾配を作りたい地点にバケットを置いて座標

を計測し、勾配率を入力して３D勾配面を
作成。

3. 勾配を作りたい2点の地点にバケットを置い
て座標を計測し、その２点の座標を用いて
３D勾配面を作成。

4. 複数の既設の点（現場合わせ）をバケット
の刃先で計測し、その点を用いて３D設計
（TIN）を作成。

③３D設計なし（ICT施工）



End



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

小型バックホウマシンガイダンス技術
　（EARTHBRAIN）



①　SCソリューション全体の紹介　3分      ・・・参考資料2P　　　　　　　　　　　　　

②ARでの施工画面の紹介　                       　　    　 ・・・参考資料3P　

③３DMG施工デモ　                       　　     　　 　　　・・・参考資料4-5P　
  ・ラインワーク＋無限平面による施工データ作成
　・溝掘削
　・As-builtデータ取得状況

④ペイロードメーター施工デモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・参考資料6-8P　
　・計測データ取得状況およびデータ管理について

⑤取得As－built データ管理について　　　　　　  　　　　 ・・・参考資料9-10P

⑥取得出来形・高データを利用したシミュレーションについて 　・・・参考資料11P　

デモ実施フロー

1

本日実施するデモの施工手順となります。
各技術の詳細は参考ページをご確認下さい。
提供している技術は現在国内で既に提供開始しております。

お問い合わせ先：
（株）EARTHBRAIN スマートコンストラクションサポートセンター
　TEL： 0120-445-538　/　0120-460-106



2

建機 ダンプ資材 燃料人 ドローン

機械費 労務費 材料費 3D地形デー
タ

　高精度、リアルタイムコストデータ 売上データ　　　　　　

Edge / Cloudで処理

DB

コトデータ コトデータ

精度良く、高速に、簡単に、安く、コトデータ化

建設現場に関わる人、機械、材料全て

可視化 課題
発見

施工の最適化

タスクの作成

様々なソリューションプロバイダーへ開放 DX

DXスマートコンストラクション

SC Field
（スマホ/デバイス）

“DXスマコン(コト)”では、顧客の施工プロセスを中心に据え、顧客の悩みを
起点としたソリューション群を開発してきた

SC Dashboard
3D地形・計測ビュアー
/機労材コスト分析

SC Simulation
施工計画・機労材配置シミュ

レーション/デジタルタスク

SC Design
3D作図（CAD）

SC Drone
地形測量用のドローン機体

SC Insight
経営者用ダッシュボード

SC Field
現場作業員の電子日報

/将来タスクの送信

SC Fleet
（スマホ/デバイス）

SC Fleet
建機・ダンプの

稼働ビュアー/分析

SC Edge
写真・点群生成/固定局

SC Remote
建機モニター遠隔アクセス

/TIN送信

SC Retrofit
後付け3D-MGキット

デジタル化レイヤー　　
現場デバイス

アプリレイヤー　　
ソリューションプラットフォーム

SC AR
現況地形と3Dモデルの
重ね合わせ/進捗確認

顧客の施工
プロセスを

ベースにした
ソリューショ

ン開発

2
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PC30MR-5

4



7

簡易施工データ作成機能

傾斜平面データ

無限平面設計データ

3次元設計データがなくても水平面や単一勾配の傾斜平面設計データをタブレット
で簡単に作成し、ICT施工を行うことができます。

任意の３点による平面データ

任意のポイントの高さを基準とした無限
平面を作成します。

1点目に入力した高さZを基準とし、2点の
縦断勾配と、入力した横断勾配を持つ傾
斜平面を作成します。

任意のポイント３点を結んだ平面データを
作成し、無限に拡張します。

5



6

ペイロードメータ（オプション）

※ペイロードメータは検定に合格した計量器ではありません。取引・証明には使用しないでください。表示重量は目安としてください。

登録したダンプの積載重量を管理するアプリ「SMART CONSTRUCTION Fleet」と連携
し、油圧ショベルのバケットで積込む土の重量を計測することができます。オペレーター
がダンプへの積込量を把握できるため、最大積載量に合わせて積込むことができ、現場の
生産性向上に寄与します。積載重量・積込可能重量は、タブレットアプリのモニタでリア
ルタイムに確認できます。
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EB社

11



デモ施工内容

掘削土積込み計測データ取得状況およびデータ管理についてのデモ実施

ペイロード（掘削土積込み）：PC78US3DMG施工(管路掘削）：PC30MR

（余掘）（余掘）
800

断面図

（余掘）

800

（余掘）

800





Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

スマホを活用した出来形計測技術
　（大成ロテック）



 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和３年度  

建設 DX フィールド内における現場試行 

 

実施内容 
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１. 計測概要 
 本計測は、LiDAR 機能を搭載したモバイル端末を、計測対象に向けることで、対象物の空間情報（X 座標、
Y 座標、Z 座標）を取得するものである。計測の流れは以下のとおりに行う。 
 
・Rotec-AR（仮名称） → LiDAR 計測用アプリケーション 
・スマホ de サーベイ  → 簡易測量アプリケーション 

2. 使用機械 

モバイル端末 概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
    iPad Pro        iPhone 12Pro Max 

・LiDAR 機能を搭載したモバイル端末を使用。 
・事前に専用のアプリケーションをインストールする。 
・計測データは、デバイス内に保存され、クラウド上にア
ップロードが可能。 
 

GNSS 対空標識 概要 
 
 
 
 
 
 
    GNSS 対空標識       AR マーカー 
 

・本体で、衛星測位システム（GNSS）を用いた、座
標取得を可能とする対空標識を使用。 
・専用の AR マーカーを、モバイル端末でアプリケーショ
ン上から読み取ることで、自己位置（原点）を認識
する。 

検証名称 検証方法 使用データ 
◇「Rotec-AR」を用いた 

点群データの比較 
・地上型レーザースキャナーで取得
した点群データと、モバイル端末で
計測した点群データを比較する。 

・地上型レーザースキャナーおよび、モバ
イル端末で計測した点群データをメッシュ
（TIN）データに変換する。比較したデ
ータを重畳し、差分を抽出する。 

◇「スマホ de サーベイ」を 
用いた実測の比較 

・空間上の２点間の距離および、
高さを計測可能である「スマホ de
サーベイ」を用いた計測値の検証を
行う。 

・事前に設置した測点上において、床掘
の深さ、幅員を、テープを用いて実測す
る。実測値に対して「スマホ de サーベイ」
で計測した数値を比較する。 
・構造物において、スケール等で計測し
た数値を比較する。 



２ 
 

3-1. 計測手順 【Rotec-AR（仮）】 

Rotec-AR（仮） 
１．アプリケーションの起動 ・端末内のアプリケーションを起動する。 

・現場登録を行う。 
２．AR マーカーの読み込み（開始時） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①GNSS 対空標識に貼付した AR マーカーを、端末
で読み込む。 
②アプリケーション内で、AR マーカーの画像を認識し、
中央部に原点の３軸を表示させる。 
③３軸の傾きや方向などを補正後、計測を開始す
る。 

３．計測 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①計測時は、端末を対象物に対して４５°程度に傾
かせ、速度は一般的な歩行速度（時速 4ｋｍ/ｈ
程度）で移動する。 
②LiDAR の特性上、暗い箇所での計測が困難なた
め、夜間時はバルーンライト等で対象物を照らす。 



３ 
 

４．AR マーカーの読み込み（終了時） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①計測が終了したら、終点部に設置した AR マーカー
を読み込む。 
②アプリケーション内で、AR マーカーの画像を認識し、
中央部に原点の３軸を表示させる。 
③３軸の傾きや方向などを補正後、計測を終了す
る。 

５．取得データの確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①計測終了後は、アプリケーション内で取得データの
確認を行う。 
②確認終了後は、データを端末内に保存し、クラウド
上にアップロードする。 

６．取得データの合成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①取得した点群データを、点群処理ソフト上で合成
する。 
②合成は、点群上に表示されている GNSS 標識や、
データ結合のための標定点を元に従来の点群処理ソ
フトにて行う。 



４ 
 

3-2. 計測方法 【Rotec-AR（仮）】 
【測点の設置】 
①地下埋設物付近に測点を設置する。 測点は、埋設物の深さごとに設置する。 

 

②GNSS 対空標識は、基準点に２か所設置し、計測エリアには４か所に GNSS 対空標識を設置する。 
③計測は、一方向に向かって移動しながら行う。 
 

 
④計測開始時は、２つのうち１つの AR マーカーを認識し、計測終了後も１つの AR マーカーを認識する。 
⑤データ合成のため、取得するデータ内に４つの GNSS 対空標識を映りこませて計測する。 
 

 
 
⑥計測後は、従来の点群処理ソフトにて合成作業を行う。 
 
 
 
 
 
 



５ 
 

3-3. 検証方法 【Rotec-AR（仮）】 
 
①地上型レーザースキャナー（TLS）の計測により取得した点群データを基準とし、LiDAR 計測により取得し
た点群データを比較する。 
 →従来の TLS により取得される点群データと、同程度の点群が取得されているかを確認 

 

 
 
 
②双方で取得した点群データ上の、床掘り面において、同一平面上の高さの平均値を比較する。 
 →従来の TLS により取得される点群データと、高さ方向の比較を行う。 

 
 
 
【10/6 当日の作業】 
・LiDAR による点群計測 
・事前に行った検証結果の報告 
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4-1. 計測手順 【スマホ de サーベイ】 

スマホ de サーベイ 
１．アプリケーションの起動 ・端末内のアプリケーションを起動する。 

・「横断測量」、「面積測量」を選択する。 
２．計測 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①対象物の計測位置に、画面上に表示されているポ
ールを合わせ、指定する。 

３．計測 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①計測後、距離および面積が表示される。 

４．データ出力 ①指定したポール位置は、ロカール座標として csv 出
力が可能。 
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4-2. 計測方法 【スマホ de サーベイ】 
 

① 下図 No.1∼No.4 の各測点について、地下埋設部の幅員、掘削高を計測する 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 下図 No.5 の測点について、埋設管の延長を計測する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.5 
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4-3. 検証方法 【スマホ de サーベイ】 
 
地下埋設部および、構造物部において、事前に実測した数値と、「スマホ de サーベイ」を用いて計測した数値を
比較する。 
 

 
 
 
【10/6 当日の作業】 
・スマホ de サーベイによる計測 
・スマホ de サーベイにより計測した箇所の実測 
・事前に行った検証結果の報告 
 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

スマホを活用した出来形計測技術
　（OPTiM）
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LiDARスキャナ付きスマートフォン等を活⽤した

3次元測量アプリケーションOPTiM Geo Scan

の⼩規模施⼯現場ICT活⽤について
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⽬次

・OPTiM Geo Scanについて  ・・・P.3
 －開発の背景

 －OPTiM Geo Scan 概要
 －3次元データ取得⽅法

・今回の実証計画について     ・・・P.7 
・参考︓実証実績について     ・・・P.9
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OPTiM Geo Scan開発の背景

⼿軽で安価に3次元データが取得できる環境を整備し、
全ての建設現場がICT技術を活⽤できることを⽬標に開発

・中⼩規模現場ではICT技術活⽤が進んでいない

理由①︓⼯事規模に対して、ICT機器が⾼額（レーザースキャナーは⼀千万円〜、ドローンは数百万円）

理由②︓ICT技術を活⽤できる技術者の不⾜（⾼齢化、若⼿技術者の不⾜、⾼額なソフトウェア）

・近年、低価格なGNSSユニットやレザースキャナを搭載したタブレット端末が普及し始めた

・そうした背景を踏まえ、令和2年8⽉に、「LiDARスキャナ付きタブレット等を活⽤した
測量アプリケーション「OPTiM Geo Scan」を開発

だれでも
安価に

かんたんに
Geo Scanで

既存３DCAD
活⽤

３Dデータ活⽤
出来形測量
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OPTiM Geo Scan概要

■特徴

本サービスでは、スマートフォンで、測量対象物をスキャンするだけで3次元

測量が実施できるため、誰でも簡単に１人で3次元測量が行えます。

・機材が安い

・事前の研修や申請など準備が不要

・簡単操作で、誰でも、手軽に1人で測量可能

・高精度（検証点誤差±50㎜以内）の3次元データが取得できる

■機能

・スマートフォン内蔵のLiDARセンサーによる３次元データの取得

・GNSSサービスによる高精度位置情報補正

・端末上でのプレビュー機能

・3次元データ取得後クラウドへのアップロード

・国土地理院発行APIの活用による日本測地系（直交座標系）への変換

概要

特徴・機能

スマートフォン端末という汎用デバイスを使って、
誰でも簡単に、
測量対象物をスキャンするだけで高精度な3次元
データを生成することができるアプリケーション
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OPTiM Geo Scan 3次元データ取得の流れ

①スマホ・タブレットでスキャン
（1m/秒程度で歩行しながら）

②GNSSによる位置座標の計測 ③位置情報付き点群データの作成

LiDARスキャナ付きデバイス（iOS対応タブレットやスマートフォン）とGNSSユニット、
3次元測量アプリ「OPTiM Geo Scan」を使⽤し、作業員1名で現況3次元点群データを、取得、出⼒する技術

■点群データの取得⽅法
①作業員が、タブレット端末を⼿に持ち、歩速1m/程度で測量対象物の周りを歩きながらスキャン

②スキャンと同時に約5m移動毎に、タブレット端末の画⾯に映ったGNSSユニットをタップすることで、
位置情報を取得

③位置情報は、国⼟地理院発⾏APIの活⽤による⽇本測地系（平⾯直⾓座標系）への補正をリアルタイムに⾏い、
平⾯直⾓座標系位置情報付き3次元点群データを測量作業終了と同時に出⼒する。
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OPTiM Geo Scan 測量⽅法
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本実証におけるOPTiM Geo Scanによる3次元点群データ取得⽅法

■点群データの取得⽅法

①スマートフォン端末を⼿に持ち、歩速1m/程度で測量対象物の周りを歩きながらスキャン
②スキャンと同時に約5m移動毎に、スマートフォン端末の画⾯に映ったGNSSユニットをタップすることで、
位置情報を取得し標定点を設置

③位置情報は、国⼟地理院発⾏APIの活⽤による⽇本測地系（平⾯直⾓座標系）への補正をリアルタイムに⾏い、
平⾯直⾓座標系位置情報付き3次元点群データを測量作業終了と同時に出⼒する。

国総研DXフィールド

国総研DXフィールド

20m
2m

測量対象エリア
5m 5m 5m5m

GNSSユニット ※GNSSユニットは1つを持ち歩く①歩きながら
スキャン

②AR上に映ったGNSSユニットを
タップすることで標定点を作成スタート

ゴール

平⾯直⾓座標系およびローカライゼーション設定画⾯
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検証⽅法

■点群データの精度検証⽅法
地上型レーザースキャナで事前に取得した3次元データと
OPTiM Geo Scanで取得した3次元データの⾼さを⽐較し、コンター表⽰することで測量精度を検証する

■点群データの確認
OPTiM Geo Scanで取得した3次元データをクラウドにアップロードし、
市販の3次元処理ソフトウェア上で確認する

●検証に⽤いる精度管理値
・【3次元計測着銃を⽤いた出来形管理要領(案)令和3年3⽉国⼟交通省】
地上移動体搭載型レーザースキャナー（地上移動体搭載型LS）
に要求される性能基準を参考にする
・出来形計測︓【鉛直⽅向・平⾯⽅向】±50㎜以内

    【点群密度】1点/1m2 (1m×１ｍメッシュ)
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検証計画

■計測対象
１.地下埋設物模型部の床付け⾯
２.⼟構造物模型

■検証⽅法
１．地下埋設物模型の床付け⾯については、⾯的管理による精度検証を実施
２．⼟構造物模型については、試⾏技術により取得した3次元点群データから抽出し
た値が出来形管理に活⽤可能か検証

■検証に⽤いる精度管理値
１について
・【3次元計測着銃を⽤いた出来形管理要領(案)令和3年3⽉国⼟交通省】
地上移動体搭載型レーザースキャナー（地上移動体搭載型LS）
に要求される性能基準を参考にする
・出来形計測︓【鉛直⽅向・平⾯⽅向】±50㎜以内

    【点群密度】1点/1m2 (1m×１ｍメッシュ)
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検証計画

使⽤時期 機器 備考

準備測量
トータルステーション 基準点設置

レーザースキャナー 比較データ取得

計測作業時

iPad pro・iPhone pro

OPTiM Geo Scan 試⾏技術

GNSSレシーバー

計測作業後 PC 比較検証用

■事前測量
・トータルステーションにより、計測箇所周辺に⼯事基準点を設置
・設置した⼯事基準点は、地上型レーザースキャナの評定点、試⾏技術のローカライゼーション
⽤既知点として使⽤
・地下埋設物構造模型周辺を、地上型レーザースキャナにより計測
・計測点群データは、試⾏技術で取得する点群データの⽐較資料とする
■計測作業
・OPTiM Geo Scanにて、計測対象物の3次元点群データを取得
■計測後作業
・PC上の既存3次元ソフトウェアにて
ー床付け⾯について⾯的管理による精度検証を実施
ー⼟構造物模型についてOPTiM Geo Scanで取得した3次元点群データから抽出した値が
出来形管理に活⽤可能か検証を実施

■使⽤器機
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Appendix
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OPTiM Geo Scan試⾏事例

「街整交⾦ 第0301252-012号 城内線（３⼯区）街路整備
交付⾦⼯事（函渠⼯）」施⼯現場における品質管理の⾼度化等を図る技術の試⾏業務

・業務名

・試⾏場所

（佐賀県佐賀⼟⽊事務所発注の松尾建設が施⼯する函渠⼯現場）

佐賀県佐賀市本庄町本庄

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和２年度 試行案件
技術Ⅱ：データを活用して品質管理の高度化等を図る技術

・コンソーシアム

松尾建設、オプティム

① データ取得に関する試⾏
・作業員1名で現況3次元データの取得を実施
・レーザースキャナで取得した3次元データと比較し±50㎜以内の精度であることを確認
・取得した3次元データを、クラウド環境で共有

② データ活⽤に関する試⾏
・試⾏技術で取得した3次元データにより、出来形帳票、⼟量数量計算書を作成
・現場測量業務の50%削減、段階的な計測管理の3次元データ活用を確認

・試⾏業務の結果
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3次元データ取得状況

・データ取得状況（作業員1名）

・データ取得中のipadpro画⾯

・取得した3次元データ（TIN︓初期版ver.1）

・取得した3次元データ（⾊付点群︓改良版ver.2）
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3次元データ取得に関する試⾏事例

・データ取得時のGNSSユニット配置

・データ取得イメージ ・試⾏技術で取得した3次元データの精度確認
（レーザースキャナー取得データとの対比）

±50㎜以内の誤差であることを確認。
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3次元データ活⽤に関する試⾏事例 従来技術（TS測量）に対する省⼈化の検証

①TSによる現場測量 ①試行技術による現場測量

②測量計算・図面作成

③帳票・数量計算書作成

②点群処理・土量計算

③帳票作成

従来技術（TS測量） 試行技術（LiDAR測量システム）

現場状況把握 5 分 現場状況把握 5 分

計測点位置決め 3 分 landscan起動・プロジェクト設定 4 分

TS（トータルステーション）準備 3 分

基準点設置 5 分

TS測量 22 分 landscan測量 10 分

TS片付 3 分 片付 1 分

測量計算・図面作成 65 分 点群処理・土量計算 25 分

出来形帳票作成・土量算出 出来形帳票作成・土量算出

作業時間の比較

41 分 20 分

65 分 25 分

106 分 45 分

作業時間の削減率

従来技術（TS測量） 試行技術（landscan）

現場作業

事務所作業

合計

-51%

-62%

-58%

現場作業

事務所作業

合計

現場作業

事務所作業

合計

現

場

作

業

事

務

所

作

業

従来技術 試行技術

現場測量業務の50%省⼈化、帳票作成までの作業時間58%削減を確認
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3次元データ活⽤に関する試⾏事例

①構造物撤去前の舗装面積数量把握

②改良杭完了時

⑤基礎コンクリート配筋完了時③カルバート工据付完了時

④複数回に分けて取得した現場3次元データ（約700m2）

・・・・

現状は、ミリ単位の精度を要求する、配筋出来形、舗装厚さ等の管理には不向き

現況確認、不可視部分の写真管理に代わる管理⽅法として活⽤可能 複数回に分けて3次元データを取得すれば、700m2程度の3次元化は30分程度で可能

技術⾰新に合わせて段階的に活⽤範囲を拡⼤していく
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